
 

一

 
 

 

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

目
次
の
改
正
規
定
中
「
第
四
百
六
十
五
条
の
十
」
を
「
第
四
百
六
十
五
条
の
九
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
十
条
の
改
正
規
定
中
「
削
る
」
を
「
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
十
三
条
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

２ 

当
事
者
の
一
方
に
著
し
く
過
大
な
利
益
を
得
さ
せ
、
又
は
相
手
方
に
著
し
く
過
大
な
不
利
益
を
与
え
る
法
律
行
為
は
、
相

手
方
の
窮
迫
、
経
験
の
不
足
、
知
識
の
不
足
そ
の
他
の
相
手
方
が
法
律
行
為
を
す
る
か
ど
う
か
を
合
理
的
に
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
こ
と
を
不
当
に
利
用
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。 

 

第
百
六
十
九
条
の
改
正
規
定
中
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
書
面
に
よ
ら
な
い
契
約
に
よ
り
生
じ
た
少
額
の
債
権
の
消
滅
時
効
） 

第
百
六
十
九
条 

書
面
に
よ
ら
な
い
契
約
に
よ
り
生
じ
た
債
権
（
そ
の
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
少
額

の
債
権
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
未
満
の
額
の
も
の
は
、
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
二
年
間
行
使
し
な
い
と

き
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。 



 

二

 
第
百
七
十
条
か
ら
第
百
七
十
四
条
ま
で
の
改
正
規
定
中
第
百
七
十
条
か
ら
第
百
七
十
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
判
決
で
確
定
し
た
権
利
の
消
滅
時
効
） 

第
百
七
十
条 
確
定
判
決
又
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
に
よ
っ
て
確
定
し
た
権
利
に
つ
い
て
は
、
十
年
よ
り

短
い
時
効
期
間
の
定
め
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
効
期
間
は
、
十
年
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
確
定
の
時
に
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
債
権
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

第
百
七
十
一
条
か
ら
第
百
七
十
四
条
ま
で 

削
除 

 

第
四
百
十
七
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
四
百
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
法
定
利
率
」
を
「
中
間
利
息
控

除
利
率
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。 

３ 

中
間
利
息
控
除
利
率
は
、
年
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。 

４ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
間
利
息
控
除
利
率
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
三
年
を
一
期
と
し
、
一

期
ご
と
に
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
変
動
す
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

各
期
に
お
け
る
中
間
利
息
控
除
利
率
は
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
中
間
利
息
控
除
利
率
に
変
動
が
あ
っ
た
期
の
う
ち
直
近

の
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
直
近
変
動
期
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
基
準
割
合
と
当
期
に
お
け
る
基
準
割
合
と
の
差



 

三

に
相
当
す
る
割
合
（
そ
の
割
合
に
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
を
直
近
変
動
期

に
お
け
る
中
間
利
息
控
除
利
率
に
加
算
し
、
又
は
減
算
し
た
割
合
と
す
る
。 

６ 

前
項
に
規
定
す
る
「
基
準
割
合
」
と
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各
期
の
初
日
の
属
す
る
年
の
六
年
前
の

年
の
一
月
か
ら
前
々
年
の
十
二
月
ま
で
の
各
月
に
お
け
る
預
金
の
平
均
利
率
（
当
該
各
月
に
お
い
て
銀
行
が
新
た
に
受
け
入

れ
た
預
金
（
預
入
期
間
が
一
年
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
利
率
の
平
均
を
い
う
。
）
の
合
計
を
六
十
で
除
し
て
計
算

し
た
割
合
（
そ
の
割
合
に
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
と
し
て
法
務
大
臣

が
告
示
す
る
も
の
を
い
う
。 

 

第
三
編
第
一
章
第
三
節
第
四
款
に
一
目
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
四
百
六
十
五
条
の
六
の
見
出
し
を
「
（
特
定
貸
金
等

保
証
契
約
の
制
限
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
は
、
そ
の
契
約
の
締
結
に
先
立
ち
、
そ
の
締
結
の
日
前
一
箇
月
以
内
に
作

成
さ
れ
た
公
正
証
書
で
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
保
証
債
務
を
履
行
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
な
け
れ
ば
」
を
「
（
以
下

「
特
定
貸
金
等
保
証
契
約
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
保
証
人
に
な
る
者
が
次
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
場
合
を
除
き
」
に
改
め
、
同

項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 

 

一 

主
た
る
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
そ
の
理
事
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者 



 

四

 
二 

主
た
る
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
次
に
掲
げ
る
者 

 
 

イ 

主
た
る
債
務
者
の
総
株
主
の
議
決
権
（
株
主
総
会
に
お
い
て
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
全
部
に
つ
き
議
決

権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
過
半
数
を

有
す
る
者 

 
 

ロ 

主
た
る
債
務
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
を
他
の
株
式
会
社
が
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
株
式
会
社
の

総
株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
者 

 
 

ハ 

主
た
る
債
務
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
を
他
の
株
式
会
社
及
び
当
該
他
の
株
式
会
社
の
総
株
主
の
議
決
権
の

過
半
数
を
有
す
る
者
が
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
株
式
会
社
の
総
株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
者 

 
 

ニ 

株
式
会
社
以
外
の
法
人
が
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者 

 

三 

主
た
る
債
務
者
（
法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
共
同
し
て
事
業
を
行
う
者 

 

四 

次
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
特
定
貸
金
等
保
証
契
約
の
締
結
に
先
立
ち
、
そ
の
締
結
の
日
前
一
箇
月
以
内
に
作
成
さ
れ

た
公
正
証
書
で
保
証
債
務
を
履
行
す
る
意
思
を
表
示
し
た
も
の 

 
 

イ 

主
た
る
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
そ
の
代
表
理
事
、
代
表
取
締
役
、
代
表
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
の



 

五

配
偶
者 

 
 

ロ 

主
た
る
債
務
者
の
配
偶
者 

 
 

ハ 
主
た
る
債
務
者
が
行
う
事
業
を
承
継
し
よ
う
と
す
る
者
（
法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 

第
三
編
第
一
章
第
三
節
第
四
款
に
一
目
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
四
百
六
十
五
条
の
六
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項

中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、
「
な
ろ
う
と
す
る
」
を
「
な
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。 

 

第
三
編
第
一
章
第
三
節
第
四
款
に
一
目
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
四
百
六
十
五
条
の
七
の
見
出
し
中
「
の
特
則
」
を
削

り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
の
保
証
契
約
又
は
根
保
証
契
約
の
」
を
削
り
、
「
同

条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
保
証
契

約
又
は
根
保
証
契
約
の
」
を
削
り
、
「
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と

し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

 
 

前
条
第
一
項
第
四
号
の
公
正
証
書
を
作
成
す
る
に
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

特
定
貸
金
等
保
証
契
約
の
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
前
条
第
一
項
第
四
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
」
と
い
う
。
）
が
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
契
約
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ



 

六

れ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
を
公
証
人
に
口
授
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

保
証
契
約
（
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
） 

主
た
る
債
務
の
債
権
者
及
び
債
務
者
、
主
た
る
債
務
の
元
本
、
主
た

る
債
務
に
関
す
る
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
そ
の
他
そ
の
債
務
に
従
た
る
全
て
の
も
の
の
定
め
の
有
無
及
び
そ
の
内

容
並
び
に
主
た
る
債
務
者
が
そ
の
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
債
務
の
全
額
に
つ
い
て
履
行
す
る
意
思
（
保

証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
主
た
る
債
務
者
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
債
権

者
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
催
告
を
し
た
か
ど
う
か
、
主
た
る
債
務
者
が
そ
の
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
又
は
他
に
保
証
人
が
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
全
額
に
つ
い
て
履
行
す
る
意
思
）
を
有
し
て
い

る
こ
と
。 

 
 

ロ 

根
保
証
契
約 

主
た
る
債
務
の
債
権
者
及
び
債
務
者
、
主
た
る
債
務
の
範
囲
、
根
保
証
契
約
に
お
け
る
極
度
額
、
元

本
確
定
期
日
の
定
め
の
有
無
及
び
そ
の
内
容
並
び
に
主
た
る
債
務
者
が
そ
の
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
に
は
、
極
度
額

の
限
度
に
お
い
て
元
本
確
定
期
日
又
は
第
四
百
六
十
五
条
の
四
第
一
項
各
号
若
し
く
は
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
そ

の
他
の
元
本
を
確
定
す
べ
き
事
由
が
生
ず
る
時
ま
で
に
生
ず
べ
き
主
た
る
債
務
の
元
本
及
び
主
た
る
債
務
に
関
す
る
利

息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
そ
の
他
そ
の
債
務
に
従
た
る
全
て
の
も
の
の
全
額
に
つ
い
て
履
行
す
る
意
思
（
保
証
人
に
な



 

七

ろ
う
と
す
る
者
が
主
た
る
債
務
者
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
債
権
者
が
主
た

る
債
務
者
に
対
し
て
催
告
を
し
た
か
ど
う
か
、
主
た
る
債
務
者
が
そ
の
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

又
は
他
に
保
証
人
が
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
全
額
に
つ
い
て
履
行
す
る
意
思
）
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

 

二 

公
証
人
が
、
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
口
述
を
筆
記
し
、
こ
れ
を
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
読
み
聞
か
せ
、

又
は
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
。 

 

三 

保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
、
筆
記
の
正
確
な
こ
と
を
承
認
し
た
後
、
署
名
し
、
印
を
押
す
こ
と
。
た
だ
し
、
保
証

人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
公
証
人
が
そ
の
事
由
を
付
記
し
て
、
署
名
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

四 

公
証
人
が
、
そ
の
証
書
は
前
三
号
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
旨
を
付
記
し
て
、
こ
れ
に
署
名
し
、

印
を
押
す
こ
と
。 

２ 

公
証
人
は
、
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
か
ら
主
た
る
債
務
者
に
つ
い
て
の
第
四
百
六
十
五
条
の
九
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
事
項
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
を
前
条
第
一
項
第
四
号
の
公
正
証
書
に
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

八

 
第
三
編
第
一
章
第
三
節
第
四
款
に
一
目
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
四
百
六
十
五
条
の
八
の
見
出
し
を
「
（
求
償
権
に
つ

い
て
の
保
証
の
制
限
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
項
並
び
に
」
を
削
り
、
「
事
業
の
た
め
に
負
担
し
た
貸
金
等
債

務
を
主
た
る
債
務
と
す
る
保
証
契
約
又
は
主
た
る
債
務
の
範
囲
に
事
業
の
た
め
に
負
担
す
る
貸
金
等
債
務
が
含
ま
れ
る
根
保
証

契
約
」
を
「
特
定
貸
金
等
保
証
契
約
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
な
ろ
う
と
す
る
」
を
「
な
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
編
第
一
章
第
三
節
第
四
款
に
一
目
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
四
百
六
十
五
条
の
九
を
削
り
、
第
四
百
六
十
五
条
の
十
を

第
四
百
六
十
五
条
の
九
と
す
る
。 

 

第
三
編
第
二
章
第
一
節
に
一
款
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
五
百
四
十
八
条
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
必
要
性
」
の
下
に

「
、
変
更
の
程
度
、
相
手
方
の
受
け
る
不
利
益
の
程
度
、
そ
の
不
利
益
の
程
度
に
応
じ
た
措
置
の
有
無
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
十
五
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
九
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
七
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。 

３ 

新
法
第
四
百
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
中
間
利
息
控
除
利
率
に
初
め
て
変
動
が
あ
る
ま
で
の
各
期
に
お
け
る
同

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
中
間
利
息
控
除
利
率
に
変
動
が
あ
っ
た
期
の
う
ち
直
近



 

九

の
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
直
近
変
動
期
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
九
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
施
行
後
最
初
の
期
」
と
、
「
直
近
変
動
期
に
お
け
る
中
間
利
息
控
除
利
率
」
と
あ
る
の
は

「
年
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
保
証
人
」
を
「
新
法
第
四
百
六
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
（
新
法
第
四
百
六
十
五
条
の
八

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
保
証
人
」
に
、
「
第
四
百
六
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
四
百

六
十
五
条
の
六
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
百
六
十
五
条
の
六
第
二
項
及
び
」
及
び
「
こ
れ
ら
の
規
定

を
」
を
削
る
。 


